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は
じ
め
に

　

馬
は
広
く
世
界
の
各
地
で
幾
千
年
に
わ
た
り
人
と
暮
ら
し
て
き
た
。

　

日
本
も
例
外
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
乗
用
・
運
搬
用
、
そ
し
て
肥
料
源
等

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
体
格
こ
そ
小
柄
で
は
あ
る
が
、
鎧
武
者
で
あ
れ
、

荷
物
で
あ
れ
、
背
に
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
載
せ
て
も
よ
く
働
く
有
益
な
家
畜
、

そ
れ
が
、「
日
本
在
来
馬
」
で
あ
る
。

　

一
八
七
八
年
（
明
治
一
〇
）
頃
の
日
本
で
は
百
万
を
越
え
る
日
本
在
来
馬

を
飼
っ
て
い
た
が
、
文
明
開
化
と
富
国
強
兵
の
国
策
の
流
れ
の
中
で
、
永
く

日
本
人
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
彼
ら
は
西
洋
由
来
の
馬
に
置
き
換
え
ら
れ

て
い
っ
た
。
加
え
て
、
内
燃
機
関
の
導
入
と
急
速
な
普
及
は
、
在
来
と
移
入

と
を
問
わ
ず
馬
の
地
位
を
脅
か
す
も
の
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
な
お
途
絶
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
馬
の
使
用
は
大
正
・
昭
和
を

経
て
、
戦
後
の
昭
和
三
十
年
代
・
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
急
速
に
失
わ
れ

て
い
っ
た
。
飼
養
頭
数
は
十
万
頭
以
下
と
な
り
、
さ
ら
に
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

同
じ
よ
う
に
古
く
か
ら
生
活
を
支
え
て
き
た
幾
多
の
も
の
が
、
大
き
く
数

を
減
ら
し
て
い
っ
た
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
一
つ
に
木
炭
が
あ
る
。

　

木
炭
に
は
、
馬
よ
り
さ
ら
に
長
い
、
縄
文
時
代
以
前
に
遡
る
歴
史
が
あ
る

と
い
う
。
そ
の
生
産
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
主
流
を
化
石
燃
料
に
求
め
る
燃

料
革
命
の
進
展
す
な
わ
ち
石
炭
・
石
油
、
電
気
・
ガ
ス
の
普
及
に
と
も
な
い
、

急
速
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
の
も
ま
た
昭
和
三
十
年
代
で
あ
っ
た
。

　

木
炭
を
作
る
炭
焼
き
の
仕
事
は
、
豊
富
な
山
林
の
存
在
す
る
、
多
く
は
人

里
離
れ
た
山
中
で
営
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

人
や
物
を
運
ぶ
馬
の
働
き
ど
こ
ろ
は
、
村
や
街
道
な
ど
人
の
多
く
往
来
す

る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
奥
山
に
深
く
分
け
入
り
、
人
跡
希
な
山

道
を
通
っ
て
村
里
と
深
山
を
繋
い
だ
の
も
ま
た
馬
で
あ
っ
た
。

炭
焼
き
と
馬
追
い

　
　
　
　
─
中
村
一
幸
『
奥
三
河
、
南
信
州
に
生
き
た
越
前
炭
焼
き
と
そ
の
息
子
』
よ
り
─

村
　
井
　
文
　
彦
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そ
う
し
た
人
と
馬
の
姿
を
、
中
村
一
幸　

著
『
奥
三
河
、
南
信
州
に
生
き

た
越
前
炭
焼
き
と
そ
の
息
子
』
一
九
八
六
年　

信
毎
書
籍
出
版
セ
ン
タ
ー
刊

（
以
下　

同
書
と
略
す
）
に
た
ず
ね
て
み
よ
う
。

　

同
書
は
、
明
治
時
代
に
福
井
県
大
野
郡
北
谷
村
字
谷
（
現　

福
井
県
勝
山
市
）

か
ら
奥
三
河
と
南
信
州
す
な
わ
ち
愛
知
県
東
北
部
か
ら
長
野
県
南
部
に
か
け

て
の
奥
深
い
山
に
移
り
住
み
、
大
正
・
昭
和
と
木
炭
作
り
に
従
事
、
近
現
代

の
社
会
の
大
き
な
転
変
の
中
で
暮
ら
し
た
人
々
を
、
一
九
一
七
年
・
大
正
六

年
に
炭
焼
き
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
著
者
中
村
一
幸
氏
が
、
昭
和
も
末
ご
ろ

に
回
顧
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
は
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
、
暮
ら
し
に
直
結
し

た
燃
料
作
り
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

1
　
越
前
炭
焼
き
と
奥
三
河
・
南
信
濃

　

福
井
県
大
野
郡
北
谷
村
字
谷
の
炭
焼
き
が
三
河
信
濃
国
境
の
奥
深
い
山
に

移
り
住
ん
だ
の
は
二
〇
世
紀
の
始
め
・
明
治
三
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
越
前
者
で
見
た
場
合
、
明
治
三
十
六
年
頃
、
北
設
楽
郡
田
口
村
（
現　

設
楽
町
）
段
戸
山
を
振
り
出
し
に
、
明
治
三
十
八
年
頃
、
同
郡
豊
根
村
字
川

宇
連
や
、
長
野
県
下
伊
那
郡
根
羽
村
に
跨
る
茶
臼
山
の
辺
り
に
移
り
、
大
正

六
年
一
部
が
同
郡
神
原
町
大
河
内
へ
、
同
十
二
年
一
部
が
同
郡
豊
村
売
木
へ

移
っ
た
。
同
十
五
年
ま
で
に
豊
根
村
川
宇
連
の
山
に
い
た
越
前
者
は
神
原
や

売
木
へ
と
移
っ
て
、
越
前
炭
焼
き
集
団
は
全
員
、
奥
三
河
か
ら
南
信
濃
へ
国

越
え
し
た
形
と
な
っ
た
」（
同
書
三
百
七
―
三
百
八
頁
）

　

北
設
楽
郡
田
口
村
（
現　

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
）、
愛
知
県
北
設
楽
郡

豊
根
村
（
現　

愛
知
県
北
設
楽
郡
豊
根
村
）、
長
野
県
下
伊
那
郡
根
羽
村
（
現　

長
野
県
下
伊
那
郡
根
羽
村
）、
長
野
県
下
伊
那
郡
神
原
村
大
河
内
（
現　

長
野

県
下
伊
那
郡
天
龍
村
大
字
神
原
）、
長
野
県
下
伊
那
郡
豊
村
売
木
（
現　

長
野

県
下
伊
那
郡
売
木
村
）
と
木
炭
作
り
に
欠
か
せ
な
い
樹
々
を
求
め
て
移
動
す

る
彼
等
「
越
前
炭
焼
き
衆
」
は
、
昭
和
七
年
に
長
野
県
下
伊
那
郡
神
原
村
坂

部
（
現　

下
伊
那
郡
天
龍
村
坂
部
）
の
持
つ
地
蔵
峠
山
に
炭
焼
き
窯
を
構
え
（
同

書
三
八
三
頁
）、
さ
ら
に
昭
和
一
四
年
、
長
野
県
下
伊
那
郡
豊
村
和
合
（
現　

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町
和
合
）
へ
と
移
っ
て
行
っ
た
（
同
書
五
〇
六
頁
）。

　

炭
焼
き
が
新
た
に
山
に
入
る
場
合
は
、
山
に
生
え
る
樹
々
を
そ
の
ま
ま
山

の
持
ち
主
か
ら
買
い
求
め
る
こ
と
が
多
い
。

　

樹
々
を
売
る
村
方
に
は
、「
炭
焼
き
が
次
々
と
山
（
立
木
）
を
買
っ
て
く

れ
れ
ば
村
へ
金
が
入
る
。
焼
い
た
炭
は
地
元
の
馬
追
い
が
運
賃
稼
ぎ
が
出
来

る
。
村
を
沈
滞
さ
せ
な
い
た
め
に
は
炭
焼
き
が
大
勢
い
た
方
が
い
い
と
い
う

考
え
方
に
立
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」（
同
書
三
七
四
頁
）
と
い
う
。

　

そ
う
し
て
炭
焼
き
が
入
る
山
林
は
、
小
屋
を
構
え
る
と
「
夕
食
時
か
ら
寝

る
こ
ろ
ま
で
の
間
、
山
の
動
物
が
（
狐
か
狸
）
小
屋
の
屋
根
に
登
っ
て
走
り

回
り
暴
れ
回
っ
た
」（
同
書
三
七
九
頁
）
そ
う
し
た
人
里
離
れ
た
奥
山
だ
っ
た
。

2
　
炭
焼
き
の
仕
事
と
馬

　

奥
山
か
ら
奥
山
へ
移
る
時
に
は
、
し
ば
し
ば
辛
う
じ
て
人
が
通
れ
る
よ
う

な
所
を
通
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
も
、
道
を
拓
い
て
馬
が
通
え
る

よ
う
に
す
る
な
ど
し
て
、
荷
物
を
運
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
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そ
の
苦
労
を
著
者
中
村
一
幸
氏
は
「
引
っ
越
し
荷
物
は
、
馬
の
通
れ
る
道

は
馬
の
背
で
、
馬
の
通
ら
な
い
山
の
細
道
は
人
が
背
負
っ
て
運
ん
だ
。
馬
の

通
る
道
で
は
風
呂
桶
は
嵩
だ
か
い
。
馬
の
鞍
に
は
付
け
に
く
く
人
が
背
負
っ

て
運
ん
だ
」
と
記
し
て
い
る
（
同
書
八
三
頁
）。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
炭
焼
き
の
仕
事
は
、
炭
焼
き
窯
を
設
え
、
樹
木
を
伐

り
、
窯
で
燻
し
焼
き
に
し
て
木
炭
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　

出
来
上
が
っ
た
炭
は
俵
に
詰
め
て
出
荷
す
る
。
こ
の
炭
俵
を
馬
で
運
ぶ
時

に
は
、
八
貫
俵
な
ら
四
俵
、
四
貫
俵
な
ら
八
俵
を
一
駄
と
し
た
。
八
貫
俵
で

お
よ
そ
炭
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
従
っ
て
一
頭
で
120
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
炭
を
運
ん

だ
の
だ
っ
た
（
同
書
二
八
頁
）。

　

そ
し
て
、
そ
の
馬
を
牽
い
て
山
道
を
上
り
下
り
し
た
の
が
馬
追
い
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
故
に
、
新
た
に
山
に
炭
焼
き
窯
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て
の
「
炭
焼
き

の
御
膳
立
」
で
は
「
馬
の
通
る
道
を
開
」
く
こ
と
、
そ
れ
も
「
運
賃
を
安
く

す
る
た
め
に
、
成
可
く
近
く
、
勾
配
の
良
い
道
を
開
」
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
出
荷
を
頼
る
馬
追
い
と
の
運
賃
の
取
り
決
め
や
、
馬
追
い
が

多
く
な
い
土
地
で
の
遠
く
か
ら
の
馬
追
い
を
手
配
す
る
な
ど
も
事
前
に
な
さ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
道
普
請
に
は
近
隣
の
土
地
の
持
ち
主
の
同

意
と
協
力
も
大
事
で
あ
り
、
そ
の
交
渉
も
怠
り
な
く
行
わ
れ
た
（
同
書
一
三

二
頁
・
一
三
五
頁
）。

　

な
お
、
茶
臼
山
で
炭
を
焼
い
て
い
た
頃
に
は
、
窯
か
ら
出
る
煙
を
土
管
に

通
し
、
冷
却
さ
れ
て
で
き
る
液
体
も
集
め
て
い
た
。
こ
の
液
体
を
大
き
な
釜

で
煮
詰
め
、
酢
酸
の
原
料
と
な
る
物
質
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
第
一
次

世
界
大
戦
中
は
需
要
も
多
か
っ
た
が
、
後
に
工
場
生
産
が
可
能
に
な
る
と
す

た
れ
た
。

　

不
要
と
な
っ
た
大
き
な
釜
は
、
持
ち
運
び
が
た
や
す
く
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
山
中
に
放
置
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
愛
知
県
北
設
楽
郡

津
具
村
（
現　

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
）
の
馬
追
い
の
中
に
は
わ
ざ
わ
ざ
持
っ

て
行
く
者
も
あ
っ
た
。
馬
を
洗
う
時
の
湯
を
沸
か
す
釜
に
好
適
だ
っ
た
の
で

あ
る
。（
同
書
七
八
―
七
九
頁
）

3
　
炭
を
運
ぶ
馬
と
馬
追
い

　

さ
て
、
茶
臼
山
の
越
前
炭
焼
き
衆
の
人
里
離
れ
た
住
ま
い
に
も
薬
や
古
着

の
行
商
人
が
来
た
（
同
書
六
五
頁
）。
彼
等
は
徒
歩
で
遠
く
か
ら
訪
れ
山
を
渡
っ

て
い
た
が
、
馬
追
い
は
遠
く
な
い
村
々
か
ら
来
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
村
の
馬
追
い
は
、
農
家
の
主
人
が
多
く
、
農
作
業
を
嫁
と
自
身

の
父
母
に
任
せ
、
持
ち
馬
三
頭
を
追
い
、
月
に
二
二
〜
三
日
は
馬
で
稼
い
で

い
た
。
彼
ら
は
総
じ
て
働
き
者
で
あ
り
、
馬
追
い
の
稼
ぎ
で
一
家
六
人
く
ら

い
が
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
な
お
炭
焼
き
の
支
払
い
は
即

日
払
い
で
あ
る
。

　

炭
を
運
ぶ
お
り
に
は
、
村
か
ら
上
が
っ
て
来
て
、
炭
焼
き
小
屋
で
一
時
間

ほ
ど
休
み
、
自
分
は
昼
食
、
馬
に
は
ゴ
ク
（
飼
糧
）
を
与
え
て
い
た
。
近
く

て
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
遠
け
れ
ば
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
を
昼
に
間
に
合

う
よ
う
馬
を
牽
い
て
き
た
の
で
あ
る
（
同
書
四
三
九
頁
）。

　

そ
れ
か
ら
炭
焼
き
小
屋
か
ら
も
よ
り
の
集
荷
拠
点
で
あ
る
運
送
店
ま
で
炭

を
運
ぶ
（
同
書
八
九
頁
）。
集
め
ら
れ
た
炭
は
さ
ら
に
荷
馬
車
な
ど
で
消
費
地
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例
え
ば
豊
橋
等
に
届
け
ら
れ
て
い
た
（
同
書
一
七
四
頁
）。

　
「
馬
追
い
は
天
気
の
好
い
日
は
馬
を
引
い
て
出
た
い
」（
同
書
三
二
六
頁
）

と
あ
り
、
彼
ら
は
よ
き
働
き
手
で
あ
っ
た
。
働
き
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
義

侠
心
も
篤
く
、
遠
国
か
ら
の
移
住
者
で
あ
り
、
か
つ
集
落
を
遠
く
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
炭
焼
き
の
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
で
不
平
等
な
扱
い
を
受
け
た

こ
と
に
端
を
発
し
た
紛
擾
に
際
し
、
進
ん
で
村
と
炭
焼
き
の
仲
介
の
労
を
と

り
、
炭
焼
き
の
子
ら
の
待
遇
改
善
を
促
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
同
書
八
八
頁
）。

　

実
に
「
炭
焼
き
が
奥
山
で
炭
を
焼
く
事
が
出
来
た
の
は
、
馬
追
い
が
炭
を

運
ん
で
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
馬
追
い
は
炭
焼
き
が
入
っ
て
来
た
か
ら
運
賃

稼
ぎ
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
双
方
の
利
害
は
一
致
し
て
い
た
。
炭
焼
き
が
知

ら
な
い
村
の
山
に
入
っ
て
一
番
早
く
炭
焼
き
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
は
馬
追

い
達
で
あ
っ
た
」（
同
書
九
〇
頁
）。

　

茶
臼
山
の
後
に
移
り
住
ん
だ
長
野
県
下
伊
那
郡
豊
村
売
木
（
現　

長
野
県

下
伊
那
郡
売
木
村
）
は
山
間
に
は
希
な
水
田
の
多
い
村
で
、
米
作
り
そ
し
て

養
蚕
を
主
と
す
る
農
村
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
何
処
の
家
で
も
2
〜
3
頭
の

馬
を
持
っ
て
い
て
、
使
役
お
よ
び
厩
肥
採
取
は
も
と
よ
り
、
仔
馬
の
繁
殖
も

行
い
、
新
野
（
現　

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町
新
野
地
区
）
の
馬
市
に
出
し
も

し
て
い
た
。
村
の
周
り
の
草
山
で
放
牧
も
し
て
い
た
（
同
書
八
〇
―
八
一
頁
）。

　

こ
こ
で
も
炭
を
馬
で
付
け
出
し
た
。
か
つ
て
は
農
家
が
薪
採
り
に
山
に
入
っ

た
農
家
が
馬
の
背
に
薪
を
載
せ
て
通
っ
た
道
を
整
え
て
、
炭
を
馬
で
運
ぶ
道

と
し
て
整
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
馬
が
通
る
道
こ
そ
、
三
月
ま
で
は

馬
が
通
っ
て
踏
む
た
め
草
は
伸
び
な
い
が
、
そ
の
左
右
は
2
メ
ー
ト
ル
に
も

な
る
茅
の
原
と
な
っ
て
い
る
「
野
原
の
藪
道
」
で
あ
っ
た
（
同
書
一
〇
六
―

一
〇
七
頁
）。

　

ち
な
み
に
、
馬
の
通
る
道
に
つ
い
て
は
、
梅
雨
の
時
季
に
は
「
馬
の
脚
が

道
を
こ
ね
、
泥
ん
こ
道
と
な
っ
た
。」（
同
書
二
〇
五
頁
）　

と
あ
り
、
ま
た
、

馬
は
「
路
床
が
堅
く
て
良
い
道
で
は
、
馬
は
何
処
で
も
踏
で
行
く
、
土
山
の

粘
る
悪
い
道
で
は
十
頭
が
十
頭
同
じ
個
所
を
踏
ん
で
行
く
。
底
土
の
柔
ら
か

い
道
で
は
其
処
が
足
壺
と
な
っ
て
次
第
に
深
く
な
る
、
足
壺
と
足
壺
の
間
が

高
く
な
っ
た
。
前
に
運
ぶ
馬
の
脚
は
高
い
所
を
擦
り
難
儀
し
た
。
馬
追
い
は

高
く
な
っ
た
所
を
削
り
取
っ
て
土
を
捨
て
て
何
ん
と
か
馬
を
通
し
て
い
た
。

　

雨
が
降
る
と
壺
に
水
が
溜
ま
る
馬
は
踏
み
込
む
、
深
く
な
る
と
脚
を
折
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
板
畳
を
作
っ
た
」（
同
書
二
一
二
頁
）

と
も
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
馬
の
通
り
道
は
村
の
畑
地
を
避
け
て
い
た
と
も

い
う
。（
同
書
二
二
五
頁
）

　

次
い
で
炭
焼
き
が
移
っ
た
長
野
県
下
伊
那
郡
神
原
村
大
河
内
（
現　

長
野

県
下
伊
那
郡
天
龍
村
大
字
神
原
）
で
は
、
焼
畑
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
焼
畑
で

と
れ
た
大
豆
は
農
家
が
背
負
っ
て
馬
の
通
え
る
道
ま
で
運
ぶ
。
そ
こ
で
人
の

背
か
ら
馬
の
背
に
託
さ
れ
た
作
物
は
、
さ
ら
に
新
野
峠
（
愛
知
県
北
設
楽
郡

豊
根
村
と
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町
を
結
ぶ
）
を
経
て
新
城
（
南
設
楽
郡
・
現　

愛
知
県
新
城
市
）
ま
で
出
荷
さ
れ
て
い
た
（
同
書
一
二
五
頁
）。

　

焼
畑
の
跡
に
は
植
林
を
行
っ
て
樹
を
育
て
て
い
た
同
村
で
あ
っ
た
が
、
大

正
半
ば
の
「
養
蚕
景
気
」
も
あ
っ
て
桑
づ
く
り
と
蚕
の
飼
養
が
盛
ん
に
な
る

と
、
植
林
よ
り
養
蚕
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
い
き
お
い
、
山
林
の
手

入
れ
ま
で
は
手
が
回
り
に
く
く
な
る
。
こ
こ
で
雑
木
林
を
主
原
料
と
す
る
炭

焼
き
衆
が
樹
木
を
伐
採
、
そ
の
後
改
め
て
村
人
植
林
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
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お
互
い
に
利
益
と
な
る
運
び
と
な
っ
た
（
同
書
一
二
六
頁
・
一
四
〇
頁
）。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
二
〇
年
・
大
正
九
年
、
一
転
し
て
養
蚕
不
況
が
起
き
、

窮
し
た
養
蚕
農
家
が
炭
焼
き
に
転
ず
る
な
ど
の
動
揺
が
生
じ
る
。

　

大
河
内
の
村
方
で
馬
追
い
に
従
事
し
て
い
た
の
は
一
・
二
名
の
農
家
の
主

の
み
で
あ
っ
た
。
炭
焼
き
が
新
野
峠
ま
で
の
付
け
出
し
を
頼
む
と
「
冬
は
百

姓
は
出
来
な
い
の
だ
し
夏
も
片
手
間
に
運
ん
で
や
れ
ば
い
い
」
と
承
知
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
こ
の
村
に
は
そ
う
そ
う
荷
物
の
出
入
り
も
な
く
、
主
に
農
業

の
合
間
に
馬
追
い
を
行
う
程
度
だ
っ
た
の
だ
が
、
い
ざ
炭
を
運
ぶ
と
な
る
と
、

頻
繁
に
馬
追
い
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
炭
焼
き
が
ど
ん
ど
ん
炭

を
焼
く
か
ら
で
あ
る
。

　
「
田
舎
に
住
む
人
は
物
堅
く
、
炭
焼
き
の
窯
元
に
滞
貨
が
増
え
て
困
っ
て

い
る
時
に
自
分
の
ご
都
合
主
義
で
運
ん
で
や
る
と
い
う
気
に
は
な
れ
な
か
っ

た
」
と
、
馬
追
い
の
農
家
は
炭
の
輸
送
を
優
先
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
本
業

の
農
家
、
特
に
膨
大
な
手
間
を
要
す
る
養
蚕
で
は
、
た
だ
で
さ
え
昼
夜
労
働

を
担
う
嫁
に
一
層
の
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
家
庭
内
で
の
不
穏
の
も

と
と
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
養
蚕
不
況
で
一
転
、
貴
重
な
収
入
を
得

て
来
る
馬
追
い
の
主
の
株
は
大
い
に
上
が
っ
た
と
い
う
（
同
書
一
四
三
―
一

四
四
頁
）。

　

だ
が
、
養
蚕
に
好
況
不
況
の
波
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
炭
に
も
浮
沈
が
あ
っ

た
。
一
九
一
六
年
・
大
正
五
年
に
は
「
馬
追
い
の
運
賃
を
払
う
と
、
手
取
り

が
何
に
も
な
く
な
る
」
と
い
う
炭
の
相
場
の
暴
落
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
炭
焼
き
は
問
屋
ま
で
炭
を
背
負
っ
て
出
る
よ
う
に
と
い
わ
れ

た
。
ま
た
、
津
具
の
馬
追
い
た
ち
も
、
炭
を
運
ぶ
仕
事
が
な
く
な
っ
て
難
渋

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
農
家
の
兼
業
だ
っ
た
た
め
、
何
と
か
し
の
げ
た
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
間
馬
は
厩
に
繋
い
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

（
同
書
一
五
三
頁
）。

　

一
九
二
七
年
・
昭
和
二
年
頃
に
は
、
炭
焼
き
が
多
く
、
炭
の
出
荷
も
盛
ん

な
長
野
県
下
伊
那
郡
神
原
村
大
河
内
を
日
に
三
〇
頭
前
後
の
馬
が
通
り
、「
正

に
馬
の
大
通
り
で
盛
況
を
極
め
た
」
と
い
う
（
同
書
四
四
五
頁
）。

　

当
時
、
材
木
と
炭
の
増
産
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
輸

送
力
の
増
強
を
期
し
て
か
、
幾
人
か
の
炭
焼
き
が
馬
追
い
に
転
じ
て
い
る
。

　

元
炭
焼
き
の
馬
追
い
の
一
人
は
「
輜
重
輸
卒
で
三
ヶ
月
間
馬
扱
い
の
軍
隊

教
育
を
受
け
て
き
て
い
た
」
従
っ
て
、
一
通
り
は
馬
追
い
に
必
要
な
知
識
や

技
能
を
既
に
持
っ
て
い
た
が
、
手
に
入
れ
た
馬
三
頭
の
う
ち
一
頭
が
病
気
が

ち
で
「
そ
の
半
病
馬
は
馬
喰
が
、
こ
の
馬
少
細
身
だ
が
豆
を
沢
山
食
わ
せ
て

肥
や
す
と
良
い
荷
付
け
馬
に
な
る
ぞ
、
二
十
七
円
だ
安
い
で
買
え
、
安
い
馬

を
買
っ
て
一
人
前
に
仕
立
て
る
の
が
馬
追
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
と
い
わ
れ

て
買
っ
た
も
の
」
と
い
う
。（
同
書
二
〇
五
頁
・
三
二
三
頁
・
四
四
九
頁
）。

　

な
お
、
馬
の
価
格
は
、
昭
和
初
年
の
新
野
の
「
秋
当
歳
馬
の
馬
市
」
で
「
雌

馬
の
言
い
出
し
値
は
五
円
位
、
後
五
十
銭
か
ら
一
円
の
競
い
上
げ
、
七
円
五

〇
銭
な
ら
よ
い
方
、
良
馬
で
な
け
れ
ば
十
円
に
な
ら
な
い
」「
昭
和
九
年
頃
、

荷
付
け
に
適
馬
は
四
十
五
円
、良
馬
は
五
十
円
」
で
あ
っ
た
（
同
書
四
五
〇
頁
・

四
九
一
頁
）。

　

先
に
見
た
養
蚕
農
家
で
は
、
主
婦
の
労
働
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
が
、
馬
追
い
の
主
力
は
男
で
あ
っ
た
。「
男
が
馬
三
頭
で
一
人
前
」
と

も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
女
性
の
馬
追
い
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
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一
九
二
三
年
・
大
正
一
二
年
頃
に
は
津
具
村
の
二
五
・
六
の
女
性
が
茶
臼

山
ま
で
炭
を
運
び
に
来
て
い
た
。
彼
女
は
既
に
二
児
の
母
な
が
ら
、
馬
追
い

の
夫
が
病
気
で
稼
ぎ
に
出
ら
れ
な
い
た
め
「
何
時
ま
で
も
馬
を
休
ま
せ
て
お

く
と
馬
が
弱
く
な
る
し
金
も
欲
し
い
」
と
馬
を
二
頭
引
い
て
働
き
に
出
て
い

た
の
だ
っ
た
。

　

今
一
人
も
夫
に
替
っ
て
馬
を
牽
い
て
い
た
。
一
九
三
三
年
・
昭
和
八
年
頃

の
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
は
馬
四
頭
を
牽
き
、身
の
丈
四
尺
六
寸
（
お
よ
そ
1
メ
ー

ト
ル
38
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
細
身
で
よ
く
八
貫
（
お
よ
そ
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
炭
俵
は
も
と
よ
り
一
六
貫
（
お
よ
そ
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
米
俵
も
馬
の

背
に
乗
せ
る
と
い
う
力
技
を
み
せ
て
い
た
。（
同
書
四
五
五
―
四
五
七
頁
）。

4
　
馬
追
い
　
荷
馬
車
追
い
　
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

　

既
に
一
九
〇
五
年
・
明
治
三
八
年
に
は
豊
橋
か
ら
新
城
、
大
野
（
愛
知
県

八
名
郡
大
野
町
。
の
ち
南
設
楽
郡
鳳
来
町
を
経
て
、
現　

愛
知
県
新
城
市
）、
海

老
（
愛
知
県
南
設
楽
郡
海
老
村
。
の
ち
海
老
町
、
南
設
楽
郡
鳳
来
町
を
経
て
、
現　

愛
知
県
新
城
市
）
を
経
て
豊
根
村
か
ら
新
野
峠
に
至
る
ま
で
馬
車
道
が
伸
び
て

お
り
、
同
じ
こ
ろ
に
は
津
具
村
に
も
馬
車
は
入
っ
て
き
て
い
る
（
同
書
三
四
頁
）。

　

炭
焼
衆
の
窯
か
ら
馬
追
い
が
炭
を
運
ん
だ
の
は
、
お
お
む
ね
こ
う
し
た
「
馬

車
道
」
に
あ
る
大
き
な
集
積
拠
点
で
あ
る
運
送
店
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

馬
追
い
に
替
っ
て
馬
車
追
い
が
輸
送
の
主
力
と
な
る
。

　

こ
こ
で
の
荷
馬
車
は
、
馭
者
台
か
ら
手
綱
や
鞭
で
馬
を
操
る
よ
う
な
馬
車

で
は
な
か
っ
た
。
馬
の
傍
近
く
に
立
ち
、
手
綱
を
つ
か
ん
で
歩
む
。
そ
れ
が

荷
馬
車
追
い
（
荷
馬
車
引
き
と
い
う
べ
き
か
）
で
あ
っ
た
。

　

時
に
幾
つ
も
の
荷
馬
車
を
連
ね
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
時
に
は
先
頭

の
荷
馬
車
を
牽
く
馬
の
手
綱
を
と
り
、
続
く
馬
車
の
馬
の
手
綱
は
馬
の
首
に

か
け
て
、
前
の
馬
に
続
く
に
任
せ
た
と
い
う
。

　

お
よ
そ
こ
の
辺
り
で
荷
馬
車
を
牽
く
者
は
、
た
と
え
荷
台
が
空
い
て
も
そ

こ
に
乗
る
こ
と
は
せ
ず
、
馬
の
脇
を
共
に
歩
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
馬

追
い
も
同
じ
で
、
荷
物
は
無
く
と
も
背
に
乗
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
（
同

書
四
八
四
頁
―
四
八
五
頁
）
そ
し
て
、
著
者
中
村
一
幸
氏
が
、
は
「
馬
の
尻

を
強
く
打
つ
馬
追
い
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
も
記
し
て
い
る
（
同
書

四
五
四
頁
）

　

さ
て
、
海
抜
千
百
メ
ー
ト
ル
の
新
野
峠
を
著
者
中
村
一
幸
氏
は
「
馬
車
泣

き
峠
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

新
野
峠
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
凍
結
し
た

路
面
に
馬
の
脚
も
行
悩
む
。
も
ち
ろ
ん
、
馬
追
い
の
馬
も
荷
馬
車
の
馬
も
、

そ
れ
に
備
え
て
蹄
鉄
に
は
四
つ
鋲
を
つ
け
て
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も

雪
の
塊
が
つ
い
て
し
ま
う
役
に
は
立
た
な
い
。
草
鞋
を
履
か
せ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
馬
車
追
い
は
時
に
雪
を
掻
き
、
時
に
凍
っ
た
路
面
に
あ
ら
か
じ
め
用
意

さ
れ
て
い
る
土
取
り
穴
か
ら
取
っ
た
土
を
撒
い
て
足
元
を
良
く
し
よ
う
と
す

る
が
、
そ
れ
で
も
車
輪
を
取
ら
れ
、
前
後
左
右
に
滑
っ
て
し
ま
う
。
荷
物
を

荷
台
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
る
と
登
れ
な
く
な
る
の
で
、
半
分
づ
つ
に
し
、
上

り
下
り
を
二
度
に
す
る
な
ど
様
々
な
辛
苦
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
（
同
書
四
七

一
―
四
七
三
頁
）。

　

そ
こ
へ
、
追
っ
て
自
動
車
が
や
っ
て
く
る
。
一
九
二
六
年
・
大
正
十
五
年
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に
は
初
め
て
ト
ラ
ッ
ク
が
新
野
峠
に
至
る
道
に
現
れ
た
（
同
書
四
六
三
頁
）。

　

昭
和
の
初
め
と
も
な
る
と
自
動
車
の
普
及
は
目
覚
ま
し
く
、
荷
馬
車
追
い

が
続
々
と
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
に
転
進
し
て
行
く
。

　

初
め
は
道
路
を
往
行
す
る
荷
馬
車
に
「
行
く
手
を
阻
ま
れ
の
ろ
の
ろ
運
転

を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
」（
同
書
四
八
六
頁
）
こ
と
も
あ
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
も
、
そ

の
積
載
量
と
速
度
の
優
越
か
ら
道
路
を
席
捲
、
新
野
峠
か
ら
荷
馬
車
が
跡
を

絶
っ
た
の
は
、
昭
和
四
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
（
同
書
四
七
六
頁
・
四
八
〇
頁
・

四
八
六
頁
等
）。

　

も
っ
と
も
、
ト
ラ
ッ
ク
に
押
さ
れ
た
た
め
、
一
九
二
八
年
・
昭
和
三
年
に

馬
車
追
い
を
諦
め
、
農
家
を
営
み
つ
つ
馬
追
い
も
行
っ
て
い
た
人
も
い
た
と

い
う
。
当
時
の
山
道
に
は
、
ま
だ
ま
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
入
り
辛
い
所
も
多
か
っ

た
の
だ
ろ
う
（
同
書
四
七
六
頁
）

　

ト
ラ
ッ
ク
は
急
成
長
し
、
運
転
手
は
一
躍
花
形
と
な
り
、
女
性
も
惹
き
付

け
た
。
た
だ
し
、
急
激
な
発
展
に
伴
っ
て
過
当
競
争
も
起
こ
り
、
好
景
気
ば

か
り
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
加
え
て
昭
和
十
二
年
に
は
国
が
ト
ラ
ッ

ク
を
買
い
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
た
（
同
書
四
九
四
頁
・
五
〇
二
頁
）。

　

一
方
、
地
藏
峠
で
資
源
の
枯
渇
を
見
た
炭
焼
衆
は
一
九
四
四
年
・
昭
和
一

四
年
、
長
野
県
下
伊
那
郡
豊
村
和
合
（
現　

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町
和
合
）

へ
と
移
っ
て
行
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
「
馬
追
い
ら
し
い
馬
追
い
が
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」

と
の
こ
と
で
一
同
は
自
前
で
（
例
え
ば
人
力
で
運
ぶ
「
木
馬
」
等
を
よ
る
）
炭

の
搬
出
送
を
試
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
同
書
五
〇
六
頁
・
五
〇
八
頁
）

　

さ
ら
に
、
一
九
四
一
年
・
昭
和
十
六
年
と
も
な
る
と
「
馬
追
い
は
馬
糧
不

足
に
悩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
人
の
食
料
も
窮
屈
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
人
よ

り
先
に
馬
に
食
わ
せ
る
大
豆
も
麩
も
な
く
な
っ
た
。
荷
付
馬
に
は
、
藁
と
草

だ
け
で
は
役
に
立
た
な
く
な
る
。
炭
が
あ
っ
て
も
馬
を
お
え
な
く
な
っ
た
。」

「
昭
和
一
八
年
頃
に
は
、
馬
追
い
と
い
う
職
業
は
専
業
と
副
業
た
る
と
を
問

わ
ず
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。」（
同
書
四
六
〇
頁
）

5
　
馬
の
い
た
暮
ら
し

　

奥
三
河
か
ら
南
信
濃
の
山
間
で
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
炭
焼
衆
の

営
み
の
う
ち
、
特
に
馬
に
ゆ
か
り
の
深
い
挿
話
の
紹
介
を
、
こ
こ
ま
で
試
み

て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
一
帯
は
、
馬
を
使
っ
た
輸
送
「
信
州
中

馬
」
で
知
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
地
域
と
歩
を
共
に
し
て
発
展

し
て
き
た
信
州
中
馬
は
、
近
代
化
に
も
足
並
を
あ
わ
せ
、
時
代
に
即
応
し
た

「
中
牛
馬
会
社
」
も
設
立
さ
れ
、
一
定
の
盛
況
を
見
せ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、

明
治
も
半
ば
以
降
と
な
る
と
、
そ
れ
は
過
去
の
も
の
へ
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

越
前
炭
焼
衆
移
住
前
後
の
そ
の
あ
ら
ま
し
を
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
の

『
中
馬
の
習
俗
』
に
見
て
み
よ
う
。

　
「
い
わ
ゆ
る
中
馬
時
代
の
道
路
は
わ
ず
か
に
馬
の
往
来
が
で
き
る
程
度
で

あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
以
降
、
幾
た
び
か
道
路
が
改
修
さ
れ
、
こ
と
に
二
十

四
年
に
三
州
街
道
と
称
せ
ら
れ
県
道
に
編
入
さ
れ
る
と
、
着
々
と
改
修
が
進

み
、
道
幅
も
三
間
に
な
り
、
傾
斜
も
緩
や
か
に
な
っ
た
の
で
、
荷
車
が
あ
ら

わ
れ
、
つ
づ
い
て
運
送
馬
車
が
と
お
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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ま
ず
輸
送
力
の
少
な
い
牛
馬
が
減
少
し
、
次
に
荷
車
が
退
き
、
運
送
馬
車

の
盛
時
を
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
中
馬
よ
り
運
送
馬
車
の
時
代

と
な
り
、
明
治
三
十
七
、
八
年
か
ら
大
正
の
初
年
に
か
け
て
一
日
五
十
台
以

上
も
通
行
し
た
と
い
わ
れ
る
。（
中
略
）

　

こ
う
し
て
一
時
盛
大
に
利
用
さ
れ
た
街
道
も
、
中
央
線
が
明
治
三
十
三
（
一

九
〇
〇
）
七
月
に
多
治
見
ま
で
、
三
五
年
一
月
に
は
中
津
ま
で
、
四
二
年
ま

で
三
留
野
ま
で
通
じ
、
や
が
て
四
十
四
年
五
月
東
西
全
線
が
通
ず
る
こ
と
に

な
っ
て
、
荷
馬
車
運
送
区
間
に
変
動
が
生
じ
、
衰
微
に
傾
く
こ
と
に
な
っ
た
。

（
中
略
）

　

さ
ら
に
、
大
正
十
二
年
、
伊
奈
電
（
現　

飯
田
線
）
の
開
通
に
よ
っ
て
変

動
が
生
じ
、
三
州
街
道
に
荷
馬
車
の
動
く
の
は
た
だ
山
の
材
木
・
薪
・
炭
の

運
搬
と
山
の
需
要
を
満
た
す
物
資
の
み
と
な
っ
た
。」（
中
略
）

　

し
か
も
、
わ
ず
か
に
中
馬
の
運
輸
形
態
を
残
し
て
輸
送
業
を
行
っ
て
来
た

荷
馬
車
も
、
大
正
十
年
を
境
と
し
て
自
動
車
が
伊
那
谷
に
も
は
い
り
、
三
州

街
道
筋
も
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
貨
物
自
動
車
が
動
く
こ
と
と
な
り
、
速
力

と
量
に
お
い
て
、
荷
馬
車
を
は
る
か
に
凌
駕
し
、
そ
の
う
え
宿
場
を
必
要
と

せ
ず
、
急
速
度
で
昼
夜
を
分
か
た
ず
通
過
す
る
貨
物
自
動
車
の
前
に
宿
場
も

す
た
れ
中
牛
馬
会
社
も
大
正
十
年
ご
ろ
前
後
に
は
終
わ
り
に
な
っ
た
。（
中
略
）

こ
う
し
て
貨
物
自
動
車
の
出
現
、
汽
車
・
電
車
の
発
達
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ

三
百
余
年
に
わ
た
る
中
馬
制
度
は
完
全
に
終
止
符
を
う
た
れ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。」（『
中
馬
の
習
俗
』
三
七
―
三
八
頁
）。

　

と
は
い
え
、
既
に
見
た
よ
う
に
こ
の
一
帯
の
村
々
に
は
少
な
か
ら
ぬ
馬
が
い

た
。
馬
は
平
素
の
農
村
の
動
力
源
で
あ
り
、
肥
料
の
供
給
源
で
あ
り
、
馬
追

稼
ぎ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
ま
た
馬
市
に
出
す
仔
馬
も
生
活
の
助
け
と
な
っ
た
。

　

新
た
に
炭
焼
衆
が
山
に
入
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
馬
追
い
の

需
要
が
、
従
っ
て
馬
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。
馬
あ
っ
て
こ
そ
の
炭
焼
衆

で
あ
っ
て
、
必
要
に
答
え
て
炭
焼
衆
か
ら
馬
追
い
に
転
じ
た
者
さ
え
い
る
。

そ
う
し
た
際
に
、
軍
隊
で
身
に
着
け
た
馬
取
り
扱
い
の
技
能
が
生
か
さ
れ
た

こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

と
と
も
に
、
養
蚕
不
況
と
い
っ
た
社
会
経
済
的
要
因
が
農
村
を
揺
る
が
し
た

時
、
そ
の
中
で
馬
追
い
の
稼
ぎ
が
尊
ば
れ
た
こ
と
も
ま
た
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

元
々
の
村
の
子
ど
も
た
ち
に
し
て
も
か
な
り
の
道
を
登
下
校
で
歩
く
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
遠
い
道
を
炭
焼
衆
の
子
は
歩
ん
で
い
た
。
炭

焼
衆
が
村
か
ら
離
れ
て
山
の
森
林
の
中
に
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
炭

焼
衆
の
家
に
育
っ
た
子
は
厳
し
い
冬
を
人
里
離
れ
た
山
奥
で
過
ご
し
、
毎
日

長
い
通
学
路
を
通
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
剛
直
で
忍
耐
強
い
子
が
多
か
っ
た

と
い
う
（
同
書
八
六
頁
等
）。

　

そ
の
炭
焼
き
の
子
ど
も
を
し
て
ひ
る
ま
せ
た
も
の
に
、
大
雨
や
豪
雪
が
あ
っ

た
。
加
え
て
、
時
に
は
馬
も
少
し
怖
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

　

登
下
校
に
野
原
道
を
通
る
途
中
、
放
牧
さ
れ
た
中
の
意
地
の
悪
い
馬
が
、

小
さ
い
子
を
追
い
か
け
る
ふ
り
を
し
た
り
、
通
せ
ん
ぼ
を
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
だ
。
そ
う
な
る
と
、
子
供
た
ち
は
凹
道
や
藪
に
隠
れ
て
馬
を
や
り
過
ご

す
（
同
書
一
〇
三
頁
・
一
〇
四
頁
）。

　

そ
の
一
方
で
、
学
校
に
通
う
途
中
の
と
あ
る
農
家
で
も
う
じ
き
仔
馬
が
産

ま
れ
そ
う
だ
と
聞
け
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
道
を
離
れ
て
そ
の
家
を
訪
ね
、「
ビ
ッ

子
産
ま
れ
た
？
」
と
聞
く
も
の
だ
っ
た
。「
ビ
ッ
子
」
と
は
仔
馬
の
こ
と
だ
。
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家
の
婦
人
も
「
ま
だ
だ
け
ど
、
産
ま
れ
た
ら
見
に
お
い
で
」
と
答
え
る
。
そ

し
て
、
産
ま
れ
れ
ば
「
見
に
お
い
で
」
と
呼
び
集
め
る
（
同
書
九
六
・
九
七
頁
）

　

こ
こ
か
ら
、
仔
馬
が
大
切
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
仔
馬
を

村
人
は
も
ち
ろ
ん
、
炭
焼
衆
の
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
が
、

う
か
が
わ
れ
る
。

　

炭
焼
き
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
、
そ
し
て
感
激
し
な
が
ら

見
せ
て
も
ら
っ
た
厩
と
仔
馬
の
姿
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　

終
わ
り
に
、
そ
の
一
端
を
国
語
・
国
文
学
の
研
究
者
と
し
て
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
西
尾
実
氏
の
回
想
記
『
帯
川
の
話
』
の
「
子
馬
」
に
見
て
み
よ
う
。

　

帯
川
は
、
先
に
触
れ
た
新
野
峠
や
上
津
具
、
売
木
と
も
ほ
ど
遠
く
は
な
い

長
野
県
下
伊
那
郡
の
村
で
あ
る
（
当
時
は
長
野
県
下
伊
那
郡
豊
村
和
合
、
の
ち

長
野
県
下
伊
那
郡
和
合
村
を
経
て
、
現　

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町
帯
川
）。
そ

の
帯
川
の
明
治
の
半
ば
、
西
尾
実
氏
が
ま
だ
小
さ
か
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
そ
の
こ
ろ
帯
川
で
は
。
ど
の
家
で
も
必
ず
入
り
口
の
大
戸
を
開
け
る
と
、

長
い
土
間
が
あ
っ
て
、
そ
の
左
側
に
は
黒
光
り
の
す
る
板
の
戸
襖
を
経
て
下

座
敷
・
上
座
敷
が
並
び
、
そ
の
土
間
の
右
側
に
は
厩
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
か

わ
れ
て
い
た
馬
は
、
主
に
農
耕
の
労
働
に
使
わ
れ
た
。
厩
の
床
に
は
わ
ら
や

青
草
を
入
れ
て
堆
肥
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。（
中
略
）

　

ま
た
こ
の
厩
の
す
ぐ
奥
に
は
、
大
き
な
か
ま
ど
が
築
か
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
掛
け
た
大
釜
で
湯
を
わ
か
し
て
、
厩
の
前
に
下
げ
て
あ
る
馬
桶
ま
た
は
馬

舟
に
入
れ
、
雑
穀
や
か
い
ば
と
い
う
藁
を
ご
く
短
く
押
切
り
で
き
っ
た
も
の

を
交
互
に
与
え
る
。
が
こ
の
厩
に
も
、
毎
年
一
定
の
時
期
に
種
付
け
を
し
、

そ
の
厩
の
奥
に
厚
く
藁
を
敷
い
て
お
産
を
さ
せ
る
。
可
愛
い
子
馬
が
親
の
乳

を
吸
い
、
少
し
大
き
く
な
る
と
、
親
の
馬
桶
や
馬
舟
に
親
と
一
緒
に
口
を
入

れ
て
食
べ
る
。
そ
の
う
ち
に
子
馬
は
背
が
低
い
か
ら
、
入
口
の
ま
せ
を
く
ぐ
っ

て
、
ど
ま
に
で
て
来
る
。
可
愛
い
足
ど
り
で
。

　

そ
の
こ
ろ
は
、
毎
年
五
月
に
な
る
と
、
新
野
の
町
裏
に
あ
る
村
の
芝
居
小

屋
の
舞
台
と
見
物
席
を
利
用
し
て
、
当
歳
馬
の
市
が
立
っ
た
。

　

近
所
の
農
家
で
育
て
て
い
る
子
馬
が
集
め
ら
れ
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
馬

喰
衆
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
馬
が
一
頭
一
頭
競
り
売
り
さ
れ
る
。
そ
の
市
ま
で

つ
い
て
来
た
飼
主
と
親
馬
は
、
そ
こ
に
子
馬
を
残
し
て
め
い
め
い
の
村
へ
家

へ
と
帰
っ
て
行
く
。
わ
た
し
の
家
で
も
、
そ
の
こ
ろ
は
、
年
々
子
馬
を
育
て

て
い
た
の
で
、
父
が
親
馬
と
共
に
家
を
連
れ
出
す
時
か
ら
、
可
愛
い
子
馬
と

の
別
れ
を
惜
ん
で
、
母
な
ど
は
涙
と
と
も
に
見
送
っ
て
い
た
。
市
か
ら
帰
っ
て

き
た
父
が
、
市
に
集
ま
っ
た
子
馬
の
中
で
、
何
処
の
何
と
い
う
家
の
子
馬
が

優
秀
だ
っ
た
と
い
う
は
な
し
と
と
も
に
、
家
の
子
馬
は
何
処
の
何
と
い
う
馬

喰
に
買
い
取
ら
れ
た
と
い
う
は
な
し
を
炉
端
で
し
て
い
る
時
も
、
親
馬
は
し

き
り
に
、
同
じ
厩
に
い
な
く
な
っ
た
子
馬
を
呼
び
求
め
る
よ
う
に
啼
い
て
い
る
。

　

そ
の
翌
日
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、
大
勢
の
馬
喰
た
ち
に
連
れ
ら
れ
て
、
新

野
か
ら
帯
川
を
通
っ
て
早
稲
田
の
方
に
下
っ
て
い
く
子
馬
の
群
れ
を
み
る
た

め
に
、
学
校
の
庭
先
に
集
ま
っ
て
、
お
関
所
薙
の
前
を
下
り
て
来
る
、
幾
十

頭
も
数
珠
繋
ぎ
に
手
綱
で
繋
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
子
馬
の
群
れ
を
迎
え
た
。

中
に
は
自
分
の
家
で
育
て
た
子
馬
と
、
最
後
の
別
れ
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、

そ
の
一
頭
一
頭
に
目
を
注
い
で
い
る
者
も
い
る
。

　

わ
た
し
の
家
は
、
そ
の
こ
ろ
分
教
場
の
す
ぐ
近
く
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
子
馬
た
ち
の
啼
き
声
を
聞
い
て
い
る
親
馬
は
、
そ
の
群
れ
の
中
に
わ
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が
子
の
声
を
聞
き
つ
け
た
か
ど
う
か
、
大
戸
を
閉
め
、
ま
せ
を
厳
重
に
し
た

厩
の
中
で
、
狂
わ
ん
ば
か
り
に
啼
き
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
翌
日
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、
大
勢
の
馬
喰
た
ち
に
連
れ
ら
れ
て
、
新

野
か
ら
帯
川
を
通
っ
て
早
稲
田
の
方
に
下
っ
て
い
く
子
馬
の
群
れ
を
み
る
た

め
に
、
学
校
の
庭
先
に
集
ま
っ
て
、
お
関
所
薙
の
前
を
下
り
て
来
る
、
幾
十

頭
も
数
珠
繋
ぎ
に
手
綱
で
繋
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
子
馬
の
群
れ
を
迎
え
た
。

中
に
は
自
分
の
家
で
育
て
た
子
馬
と
、
最
後
の
別
れ
を
し
よ
う
と
思
っ
て
、

そ
の
一
頭
一
頭
に
目
を
注
い
で
い
る
者
も
い
る
。

　

わ
た
し
の
家
は
、
そ
の
こ
ろ
分
教
場
の
す
ぐ
近
く
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
子
馬
た
ち
の
啼
き
声
を
聞
い
て
い
る
親
馬
は
、
そ
の
群
れ
の
中
に
わ

が
子
の
声
を
聞
き
つ
け
た
か
ど
う
か
、
大
戸
を
閉
め
、
ま
せ
を
厳
重
に
し
た

厩
の
中
で
、
狂
わ
ん
ば
か
り
に
啼
き
続
け
て
い
る
。
子
馬
の
列
の
所
々
に
は

馬
喰
が
立
っ
て
、
絶
え
ず
共
同
の
行
進
を
続
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、

わ
た
し
な
ど
も
こ
れ
が
家
の
子
馬
だ
と
思
っ
て
も
、
近
づ
い
て
顔
を
撫
で
て

や
る
こ
と
も
首
を
軽
く
た
た
い
て
や
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
そ
れ
も
忽
ち
目

の
前
を
通
り
過
ぎ
て
、
そ
の
こ
ろ
か
か
っ
て
い
た
井
戸
入
沢
の
橋
を
渡
っ
て

山
か
げ
に
入
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
子
馬
た
ち
は
、
大
下
条
村
・
富
草
村
・
下
条
村
の
農
家
に
だ
ん
だ
ん

別
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
淋
し
さ
を
、
わ
た
し
た
ち
の
心
に
残
し
て
、
途
中

も
う
一
度
だ
け
学
校
の
庭
か
ら
眺
め
ら
れ
る
「
根
土
地
ぼ
っ
き
」
の
道
を
曲

が
っ
て
、
落
合
橋
の
方
へ
消
え
て
し
ま
う
ま
で
見
送
ら
な
い
で
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
先
生
の
注
意
を
受
け
て
教
室
に
入
っ
て
も
、
何
と
な
く
そ
の
日
の

勉
強
は
落
ち
着
い
て
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
。」（
西

尾
実
『
帯
川
の
話
』
五
四
頁
―
五
八
頁
）
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